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旭日双光章を受章された岡田穗積氏

賞状の授与

岡
田
穗
積
氏
に

旭
日
双
光
章　
叙
勲
伝
達
さ
れ
る

　

令
和
4
年
度
秋
の
叙
勲
に
お
い
て
、
旭

日
双
光
章
を
受
章
さ
れ
た
岡
田
穗
積
氏

（
前
お
か
ら
く
組
合
長
）
の
叙
勲
伝
達

が
、
11
月
21
日
に
行
わ
れ
、
お
か
や
ま
酪

農
協
西
大
寺
事
務
所
に
て
、
岡
山
県
畜
産

課
藤
原
課
長
、
佐
野
副
参
事
が
出
向
か

れ
、
旭
日
双
光
章
の
勲
章
と
賞
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

岡
田
氏
は
、
岡
山
市
南
区
小
串
地
区
で

自
給
飼
料
を
基
盤
と
し
た
酪
農
経
営
を
行

い
、
児
島
地
域
の
酪
農
家
の
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
活
躍
さ
れ
、
平
成
10
年
に
は
旭
東
酪

農
理
事
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
14
年

県
内
単
一
の
酪
農
専
門
農
協
で
あ
る
「
お

か
や
ま
酪
農
業
協
同
組
合
」
設
立
へ
の
移

行
を
推
進
し
、
地
元
調
整
及
び
方
向
性
協

議
で
は
、
円
滑
な
組
織
再
編
に
大
き
な
役

割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。
設
立
後
も
理
事

に
就
か
れ
、
平
成
24
年
に
お
か
や
ま
酪
農

業
協
同
組
合
専
務
、
平
成
30
年
に
は
組
合

長
に
就
任
さ
れ
、
改
正
畜
安
法
へ
の
対
応

や
組
合
の
合
理
化
・
機
能
強
化
な
ど
の
取

り
組
み
を
進
め
ら
れ
ま
し
た
。
令
和
３
年

６
月
に
退
任
さ
れ
る
ま
で
の
19
年
間
に
わ

た
り
組
合
運
営
、
組

合
員
の
経
営
安
定
に

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
か
ら

は
、
中
国
生
乳
販
売

農
業
協
同
組
合
連
合

会
の
会
長
の
重
責
を

担
い
、
令
和
２
年
４

月
か
ら
中
国
５
県
の

乳
価
テ
ー
ブ
ル
を
統

一
し
、
税
制
改
正
に

対
応
し
た
乳
代
精
算

シ
ス
テ
ム
の
開
発
・

運
用
す
る
こ
と
で
会

員
負
担
の
軽
減
を
図

ら
れ
、
ま
た
乳
代
計

算
の
基
礎
と
な
る
乳

成
分
、
乳
質
の
検
査

結
果
の
配
信
シ
ス
テ

ム
の
構
築
な
ど
多
大
な
功
績
を
残
さ
れ
ま

し
た
。

　

岡
田
氏
か
ら
は
、「
酪
農
を
続
け
て
50

年
の
節
目
を
迎
え
る
に
中
、
今
秋
の
叙
勲

受
賞
に
お
い
て
光
栄
に
思
う
と
と
も
に
、

皆
様
方
の
長
年
に
わ
た
る
、
ご
指
導
、
ご

支
援
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
す
。
酪
農
情
勢
は
、
輸
入
粗
飼
料
価
格

の
高
騰
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
・
生
産
資
材

高
騰
と
米
国
の
利
上
げ
が
為
替
市
場
に
お

い
て
大
き
く
円
安
に
推
移
し
た
こ
と
等
が

酪
農
業
に
未
曾
有
の
窮
状
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。
結
果
、
個
々
の
努
力
で
は
こ
の
難

局
を
打
破
す
る
こ
と
は
非
常
に
厳
し
い
状

況
に
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。組
合
、ま
た
、

指
定
団
体
は
そ
の
実
態
を
十
分
把
握
し
生

産
者
の
経
営
継
続
、
特
に
次
世
代
を
担
う

層
の
た
め
に
も
全
力
を
傾
注
さ
れ
る
こ
と

を
願
う
と
こ
ろ
で
す
。
最
後
に
な
り
ま
し

た
が
、
今
回
の
叙
勲
受
章
に
対
し
、
祝
意

と
ご
芳
情
を
頂
戴
い
た
し
ま
し
た
皆
様
に

衷
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

受
章
を
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
こ
れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を

期
待
い
た
し
ま
す
。
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岡
山
県
農
林
水
産
委
員
へ
の
緊
急
要
請
活
動
に
つ
い
て

　

酪
農
情
勢
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

蔓
延
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
等
に
よ
り
、
飼

料
、
資
材
、
燃
料
等
の
高
騰
、
高
止
ま
り

が
継
続
と
な
り
、
子
牛
等
の
副
産
物
価
格

は
大
幅
に
下
落
と
急
速
に
悪
化
し
て
い
ま

す
。
11
月
１
日
か
ら
飲
用
等
向
け
10
円
／

㎏
の
値
上
げ
と
な
り
ま
し
た
が
、
酪
農
家

の
窮
状
は
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
か

ら
、
令
和
５
年
度
岡
山
県
予
算
編
成
に
関

す
る
各
種
団
体
個
別
懇
談
会
に
先
立
ち
、

岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
山
本
一
司
副
委
員

長
の
ご
尽
力
に
よ
り
、
県
議
会
議
員
の
神

宝
謙
一
氏
に
仲
介
を
お
願
い
し
、
岡
山
県

農
林
水
産
委
員
会
所
属
の
県
議
会
議
員
の

皆
様
へ
酪
農
情
勢
報
告
お
よ
び
陳
情
の
機

会
を
得
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
で
は
、

１
．
高
騰
・
高
止
ま
り
し
た
飼
料
・
資
材

へ
の
支
援
と
し
て
、

・
高
騰
す
る
配
合
飼
料
価
格
に
対
す
る
支

援
・
輸
入
粗
飼
料
に
依
存
す
る
し
か
な
い
酪

農
経
営
に
対
す
る
支
援

・
酪
農
経
営
改
善
・
需
給
均
衡
対
策
に
係

る
追
加
支
援

２
．
牛
乳
・
乳
製
品
需
要
の
拡
大
施
策
と

し
て
、

・
高
等
学
校
生
徒
に
牛
乳
を
供
給
す
る
仕

組
み
の
構
築

・
医
療
従
事
者
及
び
生
活
困
窮
者
へ
の
牛

乳
・
乳
製
品
の
支
援

を
要
請
す
る
こ
と
と
し
、
令
和
４
年
11
月

８
日
に
お
か
ら
く
か
ら
、
長
恒
代
表
理
事

組
合
長
、
檜
尾
代
表
理
事
専
務
、
松
﨑
理

事
、
小
橋
敏
行
さ
ん
、
安
富
由
美
子
さ

ん
、
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
か
ら
、
三
宅

委
員
長
、
山
本
副
委
員
長
、
野
住
副
委
員

長
、
小
村
副
委
員
長
、
事
務
局
と
総
勢
13

名
が
、
岡
山
県
議
会
を
訪
問
し
、
農
林
水

産
委
員
会
委
員
長　

福
島
恭
子
氏
、
副
委

員
長　

小
倉
博
氏
、
河
本
勉
氏
、
神
宝
謙

一
氏
、
加
藤
浩
久
氏
、
大
橋
和
明
氏
と
懇

談
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

懇
談
の
席
で
は
、福
島
委
員
長
か
ら「
皆

さ
ん
の
話
を
聞
き
県
政
、
農
政
に
役
立
て

た
い
」
と
の
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
三

宅
委
員
長
か
ら
は
、
こ
の
席
を
設
け
て
い

た
だ
い
た
お
礼
を
述
べ
ら
れ
、
国
・
県
か

ら
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
自
助

努
力
の
限
界
を
超
え
て
お
り
、
乳
価
再
値

上
げ
が
で
き
る
ま
で
の
支
援
を
要
請
し
ま

し
た
。
ま
た
、
長
恒
組
合
長
か
ら
は
４
月

か
ら
乳
価
交
渉
を
行
い
、
15
円
／
㎏
を
要

求
し
て
き
た
が
、
11
月
１
日
か
ら
10
円
／

㎏
に
留
ま
っ
た
。
今
後
も
生
産
資
材
の
高

騰
に
よ
り
30
円
／
㎏
の
値
上
げ
が
な
い
と

酪
農
経
営
が
継
続
で
き
な
い
と
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

　

事
務
局
が
今
回
の
要
請
内
容
を
報
告
す

る
と
、
委
員
会
の
皆
様
は
、
酪
農
情
勢
の

厳
し
さ
は
認
識
さ
れ
て
お
り
、
執
行
部
に

つ
な
い
で
お
く
と
理
解
を
得
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

飼
料
価
格
安
定
基
金
は
あ
る
が
、
財
源

が
枯
渇
し
て
お
り
、
国
か
ら
の
支
援
が
頼

り
で
あ
る
。
円
安
、
中
国
の
旺
盛
な
買
い

付
け
に
よ
り
、
今
後
高
止
ま
り
す
る
の
で

は
。
自
給
飼
料
も
作
っ
て
は
い
る
が
十
分

な
量
は
確
保
で
き
て
い
な
い
。
来
秋
の
自

給
飼
料
が
生
産
で
き
る
ま
で
の
期
間
を
支

援
で
つ
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。
購
入
粗

飼
料
依
存
型
の
農
家
で
は
、
自
給
飼
料
給

与
に
必
要
な
機
材
も
な
い
た
め
、
コ
ン
ト

ラ
ク
タ
組
織
の
充
実
、
自
給
飼
料
流
通
に

つ
い
て
の
協
力
も
あ
わ
せ
て
要
請
い
た
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
女
性
部
・
青
年
部
の
代
表
者
か

ら
、「
地
元
中
学
生
の
職
場
体
験
で
酪
農

の
や
り
が
い
を
伝
え
て
い
る
。
酪
農
に
関

わ
っ
て
く
れ
て
い
る
人
や
希
望
を
持
っ
て

や
っ
て
い
る
人
の
後
押
し
を
し
た
い
が
、

今
の
状
況
で
は
難
し
い
。
急
激
な
変
化
に

追
い
付
け
な
い
。
酪
農
家
は
急
速
に
減
少

す
る
の
で
は
な
い
か
。
酪
農
に
は
多
く
の

企
業
や
人
が
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
人
た

ち
の
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば
」
と
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　

神
宝
氏
か
ら
は
「
飼
料
を
国
内
で
生
産

す
る
こ
と
を
考
え
な
い
と
、
今
後
安
価
な

飼
料
を
輸
入
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で

は
な
い
か
。
理
想
的
な
農
業
の
再
構
築
、

灌
漑
排
水
も
進
め
て
い
く
。
農
業
の
窮
状

を
説
明
し
な
が
ら
、
県
内
の
農
業
を
変
え

て
い
き
た
い
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
福

島
委
員
長
か
ら
も
「
今
後
も
こ
の
よ
う
な

意
見
交
換
会
の
場
を
持
ち
た
い
」
と
の
ご

感
想
を
い
た
だ
き
、
酪
農
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
い
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
県

酪
農
政
治
連
盟
で
は
、
今
後
と
も
国
、
県

等
へ
の
要
請
活
動
を
通
じ
、
酪
農
窮
状
を

訴
え
酪
農
情
勢
の
改
善
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
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お
か
や
ま
ミ
ル
ク
フ
ェ
ア
２
０
２
２
を
開
催

　

11
月
３
日
（
文
化
の
日
）、
岡
山
県
酪

農
乳
業
協
会
・
お
か
や
ま
酪
農
業
協
同
組

合
主
催
に
よ
る
「
お
か
や
ま
ミ
ル
ク
フ
ェ

ア
２
０
２
２
」
が
岡
山
市
南
区
の
浦
安
総

合
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
好
天
に
恵
ま
れ
、
ま
た
３
年

ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
多
く

の
ご
家
族
連
れ
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し

た
。（
来
場
者
数
１
８
，０
０
０
人
主
催
者

発
表
）

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
の
後
、
令

和
４
年
度
牛
乳
大
好
き
！
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。
会
場
内
に

最
優
秀
賞
・
優
秀
賞
・
優
良
賞
を
受
賞
し

た
、
子
ど
も
た
ち
の
心
温
ま
る
作
品
合
計

45
点
を
展
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
牛
乳
・
乳
製
品
利
用
料
理
コ
ン

ク
ー
ル
の
県
大
会
出
品
作
品
10
点
の
パ
ネ

ル
も
展
示
し
、
多
数
の
来
場
者
に
ご
覧
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

毎
回
好
評
の
「
親
子
バ
タ
ー
作
り
体

験
」
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
た
く
さ
ん
の
親
子

が
バ
タ
ー
作
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

青
年
部
は
「
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
記
念
撮

影
」
や
「
ロ
ー
ル
に
お
え
か
き
」
の
ほ
か

「
出
前
酪
農
講
座
」
を
開
催
し
、
参
加
者

は
酪
農
の
仕
事
の
内
容
や
乳
牛
の
説
明
を

熱
心
に
聞
い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
会
場
内

で
は
酪
農
に
関
す
る
問
題
を
解
き
な
が
ら

廻
る
「
ら
く
の
う
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー
」
や
酪

農
の
現
状
を
周
知
す
る
「
ら
く
の
う
の
い

ま
」
な
ど
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
け

る
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
の
開
催
と
な
っ
た
た
め
、

女
性
部
は
牛
乳
料
理
の
試
食
・
販
売
は
中

止
し
ま
し
た
が
、「
牛
乳
パ
ッ
ク
工
作
と

ぬ
り
え
」
で
風
車
や
フ
リ
ス
ビ
ー
・
こ
ま

を
作
り
、
子
ど
も
た
ち
で
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

酪
農
乳
業
協
会
の
乳
業
メ
ー
カ
ー
の
ほ

か
、
６
次
化
産
業
に
取
り
組
む
組
合
員
の

方
々
も
出
店
さ
れ
、
主
力
商
品
の
Ｐ
Ｒ
と

牛
乳
・
乳
製
品
を
販
売
し
て
い
た
だ
き
完

売
と
な
る
大
盛
況
で
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気

の「
そ
れ
い
け
！
ア
ン
パ
ン
マ
ン
シ
ョ
ー
」

が
行
わ
れ
、
ス
テ
ー
ジ
の
前
は
身
動
き
が

取
れ
な
い
ほ
ど
で
し
た
。

　

岡
山
県
厚
生
連
に
よ
る「
骨
密
度
測
定
」

及
び
岡
山
県
栄
養
士
会
に
よ
る
「
栄
養
相

談
」
も
行
わ
れ
、
多
く
の
方
に
牛
乳
の
大

切
さ
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
日
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
牛
乳
に
関

わ
る
人
た
ち
が
一
丸
と
な
っ
て
、
牛
乳
・

乳
製
品
の
消
費
拡
大
、
酪
農
業
の
理
解
醸

成
に
貢
献
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

来
場
者
か
ら
「
楽
し
か
っ
た
」
と
喜
ん

で
い
た
だ
け
て
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ミ
ル
ク
フ
ェ

ア
に
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
出
店
者
、
並

び
に
関
係
者
の
皆
様
方
に
心
よ
り
感
謝
と

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
事
務
局
）

主催者の挨拶
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令
和
４
年
度
下
期
牛
群
審
査
お
よ
び

後
代
検
定
娘
牛
に
か
か
わ
る
体
型
調
査

が
令
和
４
年
11
月
15
日
か
ら
21
日
に
か

け
て
、（
一
社
）
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

登
録
協
会
、
高
橋
貞
光
審
査
員
に
よ
り

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
審
査
で
は
、
ホ
ル
ス
タ
イ
ン

種　

５
戸
、
１
３
５
頭
（
う
ち
奨
励
審

査
３
頭
）。
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種　

１
戸
、

を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、90
点
以
上
獲
得
牛
が
９
頭（
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
審
査
お
よ
び
調
査
に
ご
協
力

い
た
だ
い
た
組
合
員
の
皆
様
、
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
次
回
の
審

査
の
際
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

（
生
産
支
援
課
）

11
頭
。
体
型
調
査　

14

戸
、
材
料
牛
20
頭
、
同

期
牛
51
頭
。
搾
乳
ロ

ボ
ッ
ト
適
合
性
調
査　

１
戸
、
16
頭
。
合
計

２
３
３
頭
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
岡
山

市　

妹
尾
優
佳
さ
ん
所

有
、
ヒ
ー
ル
ク
レ
ス
ト

　

ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ　

ロ
イ
号
（
平
成
28
年
９

月
20
日
生
、
４
産
）
が

91
点
（
Ｅ
Ｘ
│
２
Ｅ
）

を
、
真
庭
市　

㈲
長
恒

牧
場
所
有
、
ロ
ン
ゲ
ス

ト　

ヘ
ン
ド
リ
カ　

ア

レ
キ
サ
ン
ダ
ー　

Ａ
フ

タ
ゴ
（
平
成
25
年
５
月

２
日
生
、
７
産
）
号
が

91
点
（
Ｅ
Ｘ
│
２
Ｅ
）

令和４年度下期牛群審査成績高得点牛
ホルスタイン種
市町村 所有者氏名 名　　　　　　　　号 年　齢 決定得点
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　クリーム　フラワー 4-03 91
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　スパークリング　ロイ 6-02 91（EX-2E）
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　ゲイン　ツーマー 6-08 91
笠岡市 ㈱Farm Luckyhon ラツキーホン　サニーロツジ　ドアマン　スープレツクス 7-04 91
真庭市 ㈲長恒牧場 ロンゲスト　ヘンドリカ　アレキサンダー　Ａ　フタゴ 9-06 91（EX-2E）
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　ジヨイジヨイ　アスカ　フタゴ 4-07 90
笠岡市 ㈱Farm Luckyhon ラツキーホン　クレイグ　ドアマン　ルビナ 4-09 90
津山市 吉 原 直 樹 グランデイール　キキイツパツ　アニー 5-01 90
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　ダイアモンドバツク　ケイ　Ｂ　フタゴ 5-07 90
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　ビユーテイー　ＲＲＲ 4-04 89
笠岡市 ㈱Farm Luckyhon エクセルシア　アイランド　Ｄ７　クラリス　ＥＴ 4-04 89
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　ジヨイジヨイ　チヤゲ　フタゴ 4-07 89
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　ボルブロ　ＥＴ 4-09 89
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　クラツシユ　シーク 5-00 89
真庭市 （公財）中国四国酪農大学校 カヤベ　ケネデイ　デンプシー　テト 5-05 89
真庭市 （公財）中国四国酪農大学校 カヤベ　セイエラ　ＤＢ　テラ 6-00 89
岡山市 有 安 　 力 ＡＬＩＣＥ　ドロシー　クローバー 6-06 89
ジャージー種
市町村 所有者氏名 名　　　　　　　　号 年　齢 決定得点
真庭市 （公財）中国四国酪農大学校第２牧場 カヤベ　エリザベータ　プリメロ　レーチエ 5-02 89

令
和
４
年
度
下
期
乳
用
牛
体
格
審
査
報
告

ヒールクレスト　スパークリング　ロイ号（妹尾優佳）
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初産で84点
市町村 所有者氏名 名　　　　　　　　号 年　齢 決定得点
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　デイープ　スター 2-01 84
笠岡市 ㈱Farm Luckyhon ラツキーホン　ジーンルー　ユニクス　アレク 2-02 84
真庭市 （公財）中国四国酪農大学校第２牧場 カヤベ　マツクストン　ジエイミー　リコ 2-03 84
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　ロートラスト　レイ 2-03 84
津山市 吉 原 直 樹 グランデイール　スター　ＡＢＳデンバー　サツチヤン 2-03 84
岡山市 妹 尾 優 佳 ヒールクレスト　カープ　ストーム 2-06 84
津山市 吉 原 直 樹 グランデイール　パンイチオーサム　ヒルネボウ　ＥＴ 2-07 84
真庭市 ㈲長恒牧場 ロンゲスト　ＧＤ　シルバー　リツキー 2-09 84

第
27
回
酪
友
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

11
月
24
日
、
西
日
本
酪
農
青
年
女
性
会

議
主
催
に
よ
る
「
第
27
回
酪
友
フ
ォ
ー
ラ

ム
」
が
姫
路
キ
ャ
ッ
ス
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
リ

オ
ホ
テ
ル
（
兵
庫
県
姫
路
市
）
に
お
い
て

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
全
酪
連
総
合

企
画
室　

丹
戸
室
長
に
よ
る
「
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
酪
農
か
ら
学
ぶ
こ
と
～
ど
う
し
て
、
欧

州
は
労
働
生
産
性
が
高
い
の
か
？
～
」、

全
酪
連
近
畿
事
務
所　

下
田
事
務
所
長
に

よ
る
「
持
続
可
能
な
酪
農
経
営
を
目
指
し

て
～
日
々
の
飼
養
管
理
で
押
さ
え
て
お
き

た
い
重
要
ポ
イ
ン
ト
～
」
の
２
部
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
第
１
部
の
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
酪
農
か

ら
学
ぶ
こ
と
」
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
酪
農
の

“
あ
た
り
ま
え
”
と
し
て
、
①
妻
は
酪
農

を
し
な
い
、
②
２
０
０
頭
位
な
ら
１
人
で

作
業
を
こ
な
す
、
③
１
週
間
の
連
続
し
た

休
み
を
年
２
回
、
と
の
内
容
に
「
羨
ま
し

い
」
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。
な
ぜ
、
こ

の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
な
の
か
と
い
う

と
、
夫
婦
で
同
じ
仕
事
を
す
る
の
は
リ
ス

ク
が
あ
る
と
い
う
考
え
が
あ
る
こ
と
、
搾

乳
ロ
ボ
ッ
ト
の
普
及
率
が
高
い
こ
と
（
農

業
機
械
・
器
具
の
購
入
に
対
す
る
補
助
金

は
な
い
）、
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
が
約
３
，

０
０
０
社
あ
り
、
作
業
の
外
部
化
が
進
ん

で
い
る
こ
と
、
作
業
の
単
純
化
、
地
域
平

準
化
が
進
ん
で
い
て
誰
で
も
作
業
が
で

き
、
ヘ
ル
パ
ー
や
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
に
任

せ
や
す
い
こ
と
な
ど
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

技
術
の
「
高
度
化
」
だ
け
で
な
く
、「
単

純
化
・
地
域
平
準
化
」
を
目
指
し
た
「
差

し
引
け
る
技
術
」
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
？
酪
農
経
営
の
持
続
性
に
は
“
労
働
生

産
性
”
を
支
え
る
体
制
が
必
要
で
あ
る
と

話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
「
持
続
可
能
な
酪
農
経
営
を

目
指
し
て
」
で
は
、
一
般
家
計
で
考
え
ら

れ
る
節
約
術
10
選
を
酪
農
経
営
に
当
て
は

め
、
飼
養
管
理
・
経
営
管
理
に
つ
い
て
考

え
て
み
る
、
と
い
っ
た
内
容
で
し
た
。
厳

し
い
状
況
で
も
持
続
で
き
る
よ
う
に
、
見

つ
め
直
し
て
今
後
に
生
か
す
こ
と
が
大
事

で
あ
る
と
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
会
後
の
懇
親
会
で
は
、
恒
例
の
各

県
よ
り
持
ち
寄
っ
た
賞
品
の
抽
選
会
も
行

わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
厳

し
い
状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
久
し
ぶ

り
に
他
県
酪
友
と
交
流
が
で
き
、
話
に
花

が
咲
き
ま
し
た
。

（
生
産
支
援
課
）

講演会のようす

抽選会、何が当たるかな?!
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○はじめに
　今年も残すところあとわずかになりました。ますます寒さも増してきましたので、どうぞご自愛くだ
さい。
　今月は、最新の研究データに基づき開発された代用初乳製品『エクセレントスタート』の紹介をした
いと思います。
○新たな免疫移行基準について
　新製品『エクセレントスタート』はこれまでにない新たな免疫移行基準に基づき開発された製品です。
　これまでの免疫移行基準は「生後24時間後の血清中免疫グロブリンＧ（IgG）濃度が10ｇ／ℓ以上」
というものでした。この基準は1990年代より普及し、子牛の事故率（死亡率）低減に大きく貢献しました。
一方、子牛の疾病率（罹患率）は余り変化していないことから、疾病率の改善が課題となっていました。
　2020年、米国農務省（USDA）や米国の研究者が中心となった研究において新たな免疫移行基準が示
されました。そこでは、生後24時間後の血清中IgG濃度がExcellent（25.0ｇ／ℓ以上）、Good（18.0～
24.9ｇ／ℓ）、Fair（10.0～17.9ｇ／ℓ）、Poor（10.0ｇ／ℓ未満）の４段階とされ、疾病率（罹患率）を
大きく低下させるにはExcellentレベルの免疫移行が必要とされました。（図１参照）

　新基準と事故率の関係では、FairとPoorの子牛は生後60日以内での事故率が高く、事故率を最小にす
るにはGood以上とすることが求められています。新基準と疾病率の関係では、一度も疾病に罹患してい
ない子牛の割合がPoorでは約55％、Good～Fair間では約65％、Excellentでは約75％と言及されています。
つまり、疾病率を最小にするにはExcellentレベルが必要であることがわかります。
○新製品『エクセレントスタート』でExcellentレベルへ
　Excellentレベルの達成には300ｇのIgG給与が必要とされますが（体重42㎏の場合）、従来の代用初乳
製品での達成は難しい場合が出てくるかもしれません。
　全酪連の新製品『エクセレントスタート』には100ｇ／袋のIgGが含まれているため、３袋の給与で
300ｇのIgGを給与することができます。Excellentレベルを達成することにより、事故率・疾病率の低下、
将来の生産性の増加が期待できます。
　また、和牛やジャージー牛への給与も推奨できます。体格が小さく一度に初乳の量を飲めない場合が
あっても、『エクセレントスタート』ならば必要なIgGを摂取しやすくなります。
　より生産性を上げたい、子牛の管理で問題を抱えているといった方は、エクセレントスタートをぜひ
お試しください。何かご不明な点などございましたら、お近くの全酪連スタッフにお問い合わせくださ
い。
参考文献
　Lombard et al., 2020. Consensus recommendations on calf-and herd-level passive immunity in dairy 
calves in the United States. J. Dairy Sci. 103: 7611-7624.

代用初乳について②
全国酪農業協同組合連合会　大阪支所　中四国事務所　大田　篤志

図１　旧基準と新基準の比較表

基準値
未満 10.0未満

10.0以上

血清lgG濃度
（ｇ／ℓ）

Poor 10.0未満

Fair 10.0～17.9

Good 18.0～24.9

Excellent 25.0以上

血清lgG濃度
（ｇ／ℓ）

基準値
以上
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ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
検
査
の
効
果
―
牛
群
は
ど
れ
く
ら
い
変
わ
る
？
―

岡
山
県
農
林
水
産
総
合
セ
ン
タ
ー　

畜
産
研
究
所

〇
は
じ
め
に

　

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
の
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価

は
２
０
０
９
年
に
ア
メ
リ
カ
で
本
格
導
入

さ
れ
、
日
本
で
は
２
０
１
３
年
か
ら
雌
牛

の
検
査
受
付
が
始
ま
り
、
昨
年
の
検
査
申

込
頭
数
は
全
国
で
約
２
万
３
千
頭
に
達
し

て
い
ま
す
。
当
研
究
所
で
も
、
供
卵
牛
群

の
改
良
を
進
め
る
べ
く
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
検

査
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
、
そ
の

取
り
組
み
の
中
で
見
ら
れ
た
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク

検
査
の
効
果
を
紹
介
し
ま
す
。

〇
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
検
査
の
効
果
は
未
経
産
牛

で
発
揮

　

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
検
査
を
用
い
た
評
価
と
こ

れ
ま
で
の
育
種
価
評
価（
Ｅ
Ｂ
Ｖ
や
Ｐ
Ａ
）

の
違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

最
も
異
な
る
違
い
の
一
つ
は
、
見
た
目

は
同
じ
に
見
え
る
牛
の
中
身
（
能
力
）
が

わ
か
る
点
で
す
。

　

こ
れ
は
、
育
種
価
評
価
が
本
牛
の
産
乳

成
績
を
も
と
に
能
力
を
評
価
し
て
い
る

（
す
な
わ
ち
経
産
牛
に
な
ら
な
い
と
あ
る

程
度
の
正
確
な
数
値
が
わ
か
ら
な
い
）
の

に
対
し
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
は
本
牛
の
ゲ

ノ
ム
情
報
を
加
え
て
能
力
を
評
価
し
て
い

る
た
め
で
す
。

　

図
１
は
当
研
究
所
で
、
ほ
ぼ
同
時
期
に

生
ま
れ
た
同
じ
掛
け
合
わ
せ
の
Ｅ
Ｔ
産
子

の
実
例
で
す
。

　

具
体
的
に
説
明
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
の

育
種
価
評
価
で
は
、
未
経
産
の
頃
に
Ｐ
Ａ

（
ペ
ア
レ
ン
ツ
ア
ベ
レ
ー
ジ
：
両
親
平
均

値
）
と
い
う
評
価
法
を
使
用
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
評
価
は
単
純
に
母
と
父
の
育
種

価
同
士
の
平
均
値
で
あ
り
、
同
じ
掛
け
合

わ
せ
の
子
牛
（
全
き
ょ
う
だ
い
）
は
全
て

同
じ
値
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
ゲ
ノ

ミ
ッ
ク
検
査
で
は
Ｐ
Ａ
に
加
え
、
ゲ
ノ
ム

情
報
を
解
析
す
る
た
め
、
同
じ
掛
け
合
わ

せ
の
子
牛
で
も
、異
な
る
値
に
な
り
ま
す
。

　

人
間
で
も
一
卵
性
双
子
で
も
な
い
限

り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
ま
で
は
同
じ
に
な
ら
な
い
で

す
よ
ね
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
、
今
ま
で
は
搾
っ
て
み

る
ま
で
分
か
ら
な
か
っ
た
評
価
が
未
経
産

の
頃
に
分
か
り
、
よ
り
早
い
段
階
で
後
継

牛
候
補
が
選
抜
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

〇
信
頼
度
の
上
昇

　

先
ほ
ど
未
経
産
の
頃
に
、
そ
の
牛
の
評

価
が
わ
か
る
と
述
べ
ま
し
た
が
、
そ
の
数

値
は
一
体
ど
の
く
ら
い
信
頼
で
き
る
も
の

で
し
ょ
う
か
。
数
値
を
ど
の
く
ら
い
信
じ

て
よ
い
か
を
表
す
信
頼
度
と
い
う
も
の
が

あ
り
ま
す
。

　

図
２
に
国
内
検
査
に
お
け
る
信
頼
度
の

比
較
を
示
し
ま
し
た
。

　

従
来
の
育
種
価
評
価
（
Ｐ
Ａ
・
Ｅ
Ｂ
Ｖ
）

で
は
、
未
経
産
の
頃
（
Ｐ
Ａ
）
で
は
約
30

程
度
で
始
ま
り
、搾
乳
し
て
検
定
成
績（
Ｅ

Ｂ
Ｖ
）
が
出
る
と
約
60
ま
で
上
昇
し
ま
す

が
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
検
査
で
は
、
未
経
産
の

時
点
（
Ｇ
Ｐ
Ｉ
）
で
す
で
に
約
50
と
格
段

に
信
頼
度
が
上
が
る
こ
と
が
わ
か
る
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
未
経
産
の
頃
か

ら
能
力
評
価
が
で
き
、
そ
の
信
頼
度
も
高

い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

〇
値
の
意
味

　

効
果
の
話
と
は
少
し
離
れ
ま
す
が
、
ゲ

ノ
ミ
ッ
ク
検
査
の
評
価
値
の
意
味
に
つ
い

て
、
面
白
い
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で
紹

介
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
、「
ゲ
ノ
ム
乳
量
１
０
０
の
差

は
初
産
乳
量
で
１
日
当
り
０
・
４
㎏
の
差

が
あ
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

　

当
研
究
所
の
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
検
査
を
受
け

た
牛
で
、
同
じ
掛
け
合
わ
せ
の
Ｅ
Ｔ
産
子

を
調
べ
て
み
た
と
こ
ろ
、
ゲ
ノ
ム
乳
量
の

図１　ＰＡとゲノミック評価値の比較

図２　それぞれの信頼度（国内）
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差
が
最
も
大
き
か
っ
た
も
の
は
７
６
５
で

し
た
。
こ
れ
を
先
程
の
報
告
に
当
て
は
め

る
と
、
１
日
３
・
06
㎏
、
１
乳
期
３
０
５

日
と
し
て
計
算
す
る
と
９
３
３
㎏
も
の
差

と
な
り
ま
す
。（
図
３
）

〇
当
研
究
所
の
供
卵
牛
群
は
ど
れ
く
ら
い

変
わ
っ
た
の
か

　

当
研
究
所
で
は
、
２
０
１
５
年
に
数
頭

か
ら
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
検
査
を
始
め
、
現
在
は

全
頭
検
査
を
行
っ
て
お
り
、
主
に
乳
量
と

長
命
連
産
効
果
を
後
継
牛
作
出
の
指
標
に

利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
評
価
が
高
い
牛
は
、
未
経
産
時

か
ら
積
極
的
に
採
卵
し
、
改
良
ス
ピ
ー
ド

を
高
め
、
さ
ら
に
生
ま
れ
た
Ｅ
Ｔ
産
子
も

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
検
査
に
よ
る
選
抜
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
育
種
価
評
価
で
は
２
産
頃

ま
で
は
難
し
か
っ
た
精
度
の
高
い
後
継
牛

選
び
が
未
経
産
の
頃
か
ら
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
で
、
取
り
組
み
を
始
め
て
短

期
間
の
う
ち
に
牛
群
を
改
良
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

〇
最
後
に

　

飼
料
高
騰
・
Ｆ
１
価
格
の
下
落
な
ど
、

　

グ
ラ
フ
は
県
下
平
均
を
１
と
し
た
時
の

研
究
所
の
未
経
産
牛
群
の
評
価
値
の
推
移

で
す
。

　

グ
ラ
フ
か
ら
も
分
か
る
と
お
り
、
検
査

導
入
当
初
は
Ｎ
Ｔ
Ｐ
、
乳
脂
量
と
も
県
下

平
均
と
同
程
度
で
あ
っ
た
の
対
し
、
ゲ
ノ

ミ
ッ
ク
検
査
を
取
り
入
れ
る
こ
と
で
、

年
々
順
調
に
改
良
が
進
ん
で
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
す
。

　

具
体
的
な
方
法
を
紹
介
す
る
と
、
評
価

の
低
か
っ
た
個
体
は
借
り
腹
移
植
す
る
な

ど
し
、
後
継
牛
作
出
対
象
か
ら
は
除
外
し

て
全
体
平
均
の
底
上
げ
を
図
り
ま
し
た
。

酪
農
業
界
は
今
、
非
常
に
厳
し
い
情
勢
が

続
い
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
必
ず
い
つ
か

揺
り
戻
す
日
が
来
る
と
も
思
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ま
で
に
１
頭
で
も
よ
り
良
い
牛

へ
改
良
し
て
い
く
方
法
と
し
て
、
ゲ
ノ

ミ
ッ
ク
検
査
の
効
果
を
ご
紹
介
し
ま
し

た
。

　

お
か
ら
く
へ
の
申
請
（
令
和
５
年
１
月

末
ま
で
に
検
体
提
出
）
に
よ
り
２
分
の
１

補
助
枠
も
あ
り
ま
す
の
で
、
補
助
制
度
を

う
ま
く
利
用
し
な
が
ら
、
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
検

査
の
利
用
を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

図３　ゲノミック評価値（乳量）の意味
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令
和
４
年
度「
中
国
地
区
牛
乳
・
乳
製
品
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
」開
催

　

11
月
19
日
「
中
国
地
区
牛
乳
・
乳
製
品

料
理
コ
ン
ク
ー
ル
（
中
国
生
乳
販
売
農
業

協
同
組
合
連
合
会
主
催
）」
が
岡
山
市
南

区
浦
安
本
町
の
（
公
財
）
岡
山
県
学
校
給

食
会
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

応
募
作
品
総
数
は
、
１
，２
４
０
点
（
岡

山
県
は
５
５
９
点
）
で
各
県
の
牛
乳
普
及

協
会
、
酪
農
乳
業
協
会
よ
り
推
薦
を
受
け

た
方
９
名
が
１
時
間
の
制
限
時
間
の
中
で

牛
乳
・
乳
製
品
を
生
か
し
た
自
慢
の
料
理

を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

最
優
秀
の
農
林
水
産
省
中
四
国
農
政
局

長
賞
に
は
、
広
島
県
代
表
の
原
涼
歩
さ
ん

（
広
島
県
立
宮
島
工
業
高
等
学
校
）の「
お

い
し
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
！
ク
リ
ー
ム
巻
き
巻
き

～
広
島
牡
蠣
to
彩
り
カ
レ
ー
～
」
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
優
秀
賞
の
中
国
生
乳
販
売
農
業

協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞
に
は
、
岡
山
県

代
表
の
福
田
眞
子
さ
ん
（
岡
山
県
立
総
社

高
等
学
校
）
の
「
カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
風
濃
厚

雲
ド
リ
ア
」
と
島
根
県
代
表
の
伊
藤
悦
子

さ
ん
（
松
江
栄
養
調
理
製
菓
専
門
学
校
）

の
「
カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り
焼
き
お
に
ぎ

り
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
昨
年
に
続
き
岡

山
県
代
表
が
上
位
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
校
生
等
が
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん
で

作
る
料
理
は
毎
回
感
動
し
ま
す
。
組
合
だ

よ
り
に
最
優
秀
賞
の
レ
シ
ピ
を
紹
介
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ

参
考
に
作
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

入
賞
者

最
優
秀
賞

（
農
林
水
産
省
中
四
国
農
政
局
長
賞
）

・
原　
　

涼
歩
（
広
島
県
・
高
校
生
）

　
　

お
い
し
く
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
！

ク
リ
ー
ム
巻
き
巻
き

～
広
島
牡
蠣
to
彩
り
カ
レ
ー
～

優
秀
賞

（
中
国
生
乳
販
売

農
業
協
同
組
合
連
合
会
会
長
賞
）

・
福
田　

眞
子
（
岡
山
県
・
高
校
生
）

　
　

カ
ル
ボ
ナ
ー
ラ
風
濃
厚
雲
ド
リ
ア

・
伊
藤　

悦
子
（
島
根
県
・
専
門
学
校
生
）

　
　

カ
ル
シ
ウ
ム
た
っ
ぷ
り焼

き
お
に
ぎ
り

（
生
乳
課
）

最優秀賞の「おいしくSDGs！
クリーム巻き巻き

～広島牡蠣to彩りカレー～」

★材　料（４人分）
　牛乳……………………200㎖
　バター…………………20ｇ
　春巻きの皮……………８枚
　米粉……………………大さじ１
　　　　　　　　　　　小さじ１
　サラダ菜………………８枚
　揚げ油…………………適量
Ａ広島牡蠣ドリア
　牡蠣のしぐれ煮………８個
　ごはん…………………100ｇ
　エリンギ………………50ｇ
　舞茸……………………50ｇ
　カボチャ………………50ｇ
　しぐれ煮の煮汁………大さじ１
Ｂ彩りカレードリア
　カレーパウダー………小さじ２
　ごはん…………………100ｇ
　オクラ…………………４本
　人参……………………30ｇ
　スライスチーズ………４枚

★作り方
①フライパンに米粉と牛乳を入れて泡立て器でよ
く混ぜてから弱火で加熱し、とろみが出たら火
を止め、ホワイトソースを作り、２等分に分け
る。

【Ａ広島牡蠣ドリア】
①舞茸は８等分・エリンギは１㎝角に切る。
②カボチャは１㎝角に切った後、レンジで２分間
加熱する。
③フライパンにバターを入れ①を混ぜる。
④ホワイトソースに牡蠣のしぐれ煮の煮汁を混ぜ、
ごはんと②③を混ぜる。
⑤春巻きの皮に④と牡蠣のしぐれ煮をのせ巻く。
【Ｂ彩りカレードリア】
①オクラはヘタを取り、人参は薄くスライスする。
耐熱ボウルに入れレンジで２分間加熱する。
②ホワイトソースにカレーパウダーを混ぜ、ごは
んを加える。
③春巻きの皮に②をのせ拡げスライスチーズをお
く。オクラを人参で包んで中央において皮を巻
く。

【Ａ】・【Ｂ】を180℃の油で揚げ、斜めに切り盛
り付けて終了。

レシピ紹介
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議
員
懇
談
会
開
催
報
告

県
南
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
交
流
会

　

10
月
27
日
、
津
山
鶴
山
ホ
テ
ル
に
て
、

議
員
懇
談
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
蔓
延
防
止
の

観
点
か
ら
、
過
去
２
年
間
は
要
請
書
の
提

出
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
回
３

年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

県
議
会
議
員
の
市
村
仁
氏
、
山
本
雅
彦

氏
そ
し
て
本
山
紘
司
氏
に
ご
臨
席
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
お
か
ら
く
か
ら
は
長

恒
組
合
長
と
檜
尾
専
務
を
始
め
、
酪
政
連

美
作
支
部
の
小
村
委
員
長
や
委
員
、
会
員

あ
わ
せ
て
14
名
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
岡
副
委
員
長
が
要
請
書
を
読
み
上
げ

た
後
、
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。
飼
料

高
騰
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
後

継
者
支
援
、
自
給
飼
料
の
広
域
流
通
、
水

田
交
付
金
、
肥
料
高
騰
対
策
、
副
産
物
価

格
の
下
落
等
、
話
題
は
多
岐
に
わ
た
り
、

ま
た
、
県
議
会
議
員
の
方
か
ら
も
、
現
在

利
用
で
き
る
支
援
に
つ
い
て
、
ご
説
明
い

た
だ
く
な
ど
、
予
定
時
間
を
大
幅
に
超
え

て
の
懇
談
会
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

　

11
月
９
日
、
３
年
ぶ
り
と
な
る
県
南
フ

レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
交
流
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

交
流
会
（
食
事
会
）
の
み
で
な
く
、せ
っ

か
く
な
の
で
研
修
会
も
行
い
た
い
と
い
う

意
見
も
多
く
、
前
回
（
ヤ
ク
ル
ト
工
場
視

察
）
に
続
き
、
今
回
は
、
生
乳
検
査
セ
ン

タ
ー
と
鏡
野
Ｃ
Ｓ
で
視
察
研
修
を
行
い
ま

し
た
。

　

乳
質
検
査
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
て
い

る
の
か
、
ま
た
、
生
乳
の
受
入
・
送
乳
に

つ
い
て
等
、
興
味
が
あ
る
方
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

ま
ず
最
初
に
、
検
査
セ
ン
タ
ー
を
訪
問

し
、
小
田
所
長
か
ら
、
生
乳
検
査
業
務
や

測
定
機
器
の
精
度
管
理
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
た
後
、
実
際
に
検
査
機
器
を
稼
働
さ

せ
、
検
査
業
務
を
見
学
し
ま
し
た
。

矢
谷
副
委
員
長
の
挨
拶
に
よ
り
、
閉
会
と

な
り
ま
し
た
が
、
閉
会
後
の
会
食
の
席
で

も
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
大
変

充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
過
去
の
懇
談
会
と
は
大
幅
に

時
間
帯
を
変
更
し
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
は
、
一
人
で
も
多
く
の
会

員
の
方
へ
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う

小
村
委
員
長
を
始
め
と
す
る
、
委
員
の
意

向
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
初
め
て
の
取
り

組
み
で
も
あ
り
、
ま
た
、
ま
だ
ま
だ
忙
し

い
時
期
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
会

員
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
た
こ
と
に
感
謝

し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
多
忙
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
ご
出
席
い
た
だ
き
ま
し
た
県
議
会

議
員
の
方
に
も
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
感

謝
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
岡
山
県
酪
農
政
治
連
盟
美
作
支
部
）

　

そ
の
後
、
鏡
野
Ｃ
Ｓ
へ
行
き
、
生
乳
の

受
入
～
送
乳
や
検
査
に
つ
い
て
の
説
明
を

受
け
、
施
設
内
を
見
学
し
て
ま
わ
り
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
方
々
は
、
日
頃
気
に
な
っ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
り
、
熱

心
に
話
を
聞
か
れ
て
い
ま
し
た
。

　

視
察
後
は
、
近
く
の
焼
肉
屋
さ
ん
で
、

お
い
し
い
お
肉
を
い
た
だ
き
な
が
ら
交
流

を
行
い
、
皆
さ
ん
の
会
話
も
弾
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
コ
ロ
ナ
の
状
況
を
見
な
が
ら

で
は
あ
り
ま
す
が
、
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
南
支
所
）

鏡野ＣＳで熱心に話を聞いています

生乳検査センターの前で

ご
協
力
と
お
願
い

　

日
頃
よ
り
組
合
業
務
に
つ
き
ま
し
て
、
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

年
末
年
始
の
業
務
は
、
12
月
30
日
㈮
か
ら
１
月
３
日
㈫
ま
で
休
業
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
緊
急
の
場
合
に
は
連
絡
表
に
よ
り
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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●

●

●

ひ

ろ

ば

　

勝
央
町
に
こ
の
夏
、
新
た
な
カ
フ
ェ

が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。そ
の
名
は「
Ｃ

Ａ
Ｆ
Ｅ
１
３
６
」。
授
精
師
・
板
坂
義

昭
さ
ん
の
娘
さ
ん
が
営
ん
で
い
ま
す
。

　

ロ
グ
ハ
ウ
ス
調
の
お
店
で
、
室
内
だ

け
で
な
く
、
天
気
の
い
い
日
は
お
庭
や

テ
ラ
ス
席
で
も
お
食
事
が
楽
し
め
ま

す
。

　

カ
フ
ェ
の
目
玉
は
自
家
製
の
ハ
ン

バ
ー
ガ
ー
と
季
節
の
ス
イ
ー
ツ
で
す
。

ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
は
、
い
た
さ
か
牧
場
で

育
て
ら
れ
た
黒
毛
和
牛
１
０
０
％
の

ビ
ー
フ
パ
テ
と
自
家
製
の
お
米
で
作
っ

た
米
バ
ン
ズ
を
使
用
。
季
節
の
ス
イ
ー

ツ
は
、
旬
の
果
物
を
近
所

の
農
家
さ
ん
か
ら
仕
入
れ

て
作
ら
れ
て
い
ま
す
（
パ

フ
ェ
が
人
気
で
す
が
、
現

在
は
お
や
す
み
中
）。
お

邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
い
た

時
に
は
、
し
っ
と
り
甘
い

さ
つ
ま
い
も
の
カ
ッ
プ

ケ
ー
キ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
！

　

将
来
的
に
は
勝
央
町
で

搾
ら
れ
た
生
乳
を
使
用
し

た
新
メ
ニ
ュ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
た
い

と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。
地
元
で

と
れ
た
食
材
が
、
地
元
で
皆
さ
ん
に
楽

し
ま
れ
る
、
ま
さ
に
地
産
地
消
で
す
。

勝
央
町
産
の
食
材
た
ち
が
こ
れ
か
ら
ど

ん
な
お
料
理
と
し
て
登
場
す
る
の
か
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
ね
。

　

営
業
は
木
・
金
曜
の
11
時
～
15
時
、

土
・
日
曜
の
11
時
～
16
時
。
以
前
は
予

約
制
で
し
た
が
、
今
は
予
約
な
し
で
も

来
店
可
能
で
す
。

　

文
字
だ
け
で
は
魅
力
が
伝
わ
ら
な
い

の
で
、
お
店
の
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
を
ぜ

ひ
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

勝
田
郡
勝
央
町
美
野
１
３
６

　

☎
０
８
０
─
１
５
７
０
─
２
１
７
０

勝
央
町
で地

産
地
消
カ
フ
ェ

津
山
支
所（
勝
英
）

元
気
を
分
か
ち
合
う

　

11
月
21
日
、
美
作
酪
農
女
性
部
の
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
３
年
ぶ
り
の
開
催

と
あ
っ
て
、津
山
・
勝
英
地
区
か
ら
22
名
、

蒜
山
地
区
か
ら
９
名
、
合
わ
せ
て
31
名
が

参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

全
酪
連
大
阪
支
所
の
松
崎
氏
に
ご
講
演

い
た
だ
き
、
子
牛
に
つ
い
て
の
勉
強
会
を

行
い
ま
し
た
。
勉
強
会
を
終
え
、
部
員
の

方
た
ち
は
「
子
牛
管
理
は
基
本
中
の
基
本

だ
け
ど
、
何
年
も
や
っ
て
る
と
そ
こ
が
疎

か
に
な
り
が
ち
。
今
一
度
、
基
本
に
立

ち
返
っ
て
や
る
こ
と
が
大
事
だ
」
と
お

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
の
後
、
レ
ス
ト
ラ
ン
で
交
流
会

を
行
い
ま
し
た
。
美
味
し
い
お
料
理
に
舌

鼓
を
う
ち
つ
つ
、
久
し
ぶ
り
の
会
合
と

あ
っ
て
、
ど
の
テ
ー
ブ
ル
で
も
会
話
に
花

が
咲
い
て
い
ま
し
た
。

　

会
の
最
後
で
副
部
長
か
ら
「
長
く
続
く

厳
し
い
状
況
に
や
る
気
を
失
い
か
け
て
い

ま
し
た
け
ど
、
今
日
、
皆
さ
ん
と
話
せ
た

お
か
げ
で
『
し
ん
ど
い
の
は
私
だ
け
じ
ゃ

な
い
ん
だ
、
み
ん
な
頑
張
っ
て
る
ん
だ
』

と
思
え
て
、
元
気
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
」
と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の

研
修
会
が
、
と
て
も
有
意
義
な
会
で
あ
っ

た
と
感
じ
ら
れ
る
言
葉
で
し
た
。
き
っ
と

皆
さ
ん
も
同
じ
想
い
だ
っ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。
や
は
り
人
と
会
っ
て
話
す
こ
と

は
、
本
当
に
大
切
な
こ
と
だ
と
つ
く
づ
く

感
じ
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
の
研
修
会
は
、
無
事
に
終
了

と
な
り
ま
し
た
。
次
回
開
催
で
き
た
暁
に

は
、
ぜ
ひ
と
も
従
来
の
バ
イ
キ
ン
グ
ラ
ン

チ
で
楽
し
み
た
い
で
す
ね
。
皆
様
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
津
山
支
所
）

勉強会風景
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事

報

理

会

告

　

令
和
４
年
10
月
31
日
、
第
２
６
４
回
理

事
会
を
理
事
11
名
、
監
事
３
名
が
出
席

し
、
開
催
し
た
。

　

長
恒
組
合
長
よ
り
酪
農
一
般
情
勢
等
に

つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
次
の
事
項
を
協
議
し
、
決
定

し
た
。

○
令
和
４
年
度
生
乳
需
給
安
定
化
対
策
に

つ
い
て

　

令
和
４
年
度
９
月
の
生
乳
需
給
安
定
化

対
策
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

○
上
期
決
算
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
度
上
期
決
算
は
事
業
利
益
で

お
　
　
礼

　

こ
の
た
び
、
津
山
市　

吉
原
謙
一
様
よ
り
見
舞
返
礼
金
と
し
て
、
勝
央
町　

竹

久
幹
人
様
よ
り
㈱
オ
カ
ラ
ク
ミ
ー
ト
社
長
退
任
に
伴
い
、（
一
財
）
お
か
ら
く
教

育
振
興
会
に
金
一
封
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

事
業
主
旨
に
従
い
、
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

は
２
４
，２
６
５
千
円
の
黒
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
が
、
酪
農
経
営
緊
急
支
援
対
策

を
行
っ
た
た
め
経
常
利
益
は
、
１
３
７
，

８
２
６
千
円
の
赤
字
と
な
り
ま
し
た
。

○
出
資
減
口
の
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

酪
農
中
止
者
に
よ
る
減
資
申
し
込
み
が

１
件
あ
り
、
や
む
な
く
１
件
の
出
資
減
口

の
申
し
込
み
を
承
認
し
た
。

○
経
理
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

令
和
4
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
る
、
経

理
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
協
議
し
、

承
認
し
た
。

○
高
梁
大
池
山
育
成
牧
場
利
用
組
合
か
ら

の
要
望
に
つ
い
て

　

高
梁
大
池
山
育
成
牧
場
利
用
組
合
か
ら

の
運
営
支
援
要
望
に
つ
い
て
協
議
し
、
支

援
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
資
産
査
定
事
務
要
領
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

　

資
産
査
定
事
務
要
領
及
び
職
制
規
定
で

定
め
て
い
る
資
産
査
定
の
実
施
部
署
の
整

合
性
を
図
る
た
め
要
領
の
一
部
変
更
に
つ

い
て
協
議
し
、
承
認
し
た
。

○
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
運
営
管
理
規
定
の

一
部
変
更
に
つ
い
て

　

飼
料
ス
ト
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
運
営
管
理
規

定
の
安
全
管
理
の
一
部
変
更
に
つ
い
て
協

議
し
、
承
認
し
た
。

○
全
戸
巡
回
意
見
取
り
ま
と
め

　

全
戸
巡
回
意
見
に
つ
い
て
確
認
し
、
専

門
委
員
会
で
協
議
し
、
次
回
の
理
事
会
で

回
答
を
協
議
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

○
酪
農
窮
状
に
お
け
る
資
金
支
援
対
策
に

つ
い
て

　

酪
農
窮
状
に
お
け
る
資
金
支
援
対
策
内

容
に
つ
い
て
協
議
し
、
支
援
す
る
こ
と
を

承
認
し
た
。

○
需
要
調
整
セ
ッ
ト
の
組
合
員
等
へ
の
配

布
に
つ
い
て

　

年
末
の
乳
製
品
在
庫
の
低
減
に
協
力
す

る
た
め
需
要
調
整
セ
ッ
ト
の
組
合
員
等
へ

の
配
布
に
つ
い
て
協
議
し
、
承
認
し
た
。

○
酪
農
業
賠
償
責
任
保
険
に
つ
い
て

　

保
険
期
間
の
満
了
に
伴
い
、
継
続
加
入

を
承
認
し
た
。

○
報
告
事
項

　

内
部
監
査
報
告
に
つ
い
て
、
実
務
者
会

議
の
報
告
に
つ
い
て
、
飼
料
価
格
高
騰
緊

急
対
策
事
業
に
つ
い
て
、
肥
料
高
騰
対
策

事
業
の
取
り
ま
と
め
に
つ
い
て
、
第
２
四

半
期
苦
情
等
の
報
告
に
つ
い
て
、
令
和
４

年
度
畜
産
功
労
者
知
事
感
謝
状
贈
呈
に
つ

い
て
、料
理
コ
ン
ク
ー
ル
・
絵
画
コ
ン
ク
ー

ル
の
結
果
に
つ
い
て
、
全
酪
冬
ギ
フ
ト
の

協
力
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

令
和
５
年
の
乳
代
精
算
日
を
次
の
通
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
総
務
部
総
務
経
理
課
）

月 乳代精算日

１月分 Ｒ５年２月20日

２月分 Ｒ５年３月20日

３月分 Ｒ５年４月20日

４月分 Ｒ５年５月22日

５月分 Ｒ５年６月20日

６月分 Ｒ５年７月20日

７月分 Ｒ５年８月21日

８月分 Ｒ５年９月20日

９月分 Ｒ５年10月20日

10月分 Ｒ５年11月20日

11月分 Ｒ５年12月20日

12月分 Ｒ６年１月22日

乳
代
精
算
日
の
お
知
ら
せ
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生乳販売量（令和4年度）

7，0００

7，５００

8，０００

8，５００

9，０００
ｔ

購買取扱数量（令和4年度）生乳販売量（令和3年度） 購買取扱数量（令和3年度）

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３
4，5００

5，0００

5，５００

6，0００

6，５００
ｔ

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

お か ら く 事 業 実 績

1t＝0.0281t＝0.028

生　乳　統　計 ※中央酪農会議速報より抜粋

全 国

岡山県

北海道

月

10

10
４～10

４～10
10

用　途　別　処　理　量（トン)
飲用乳等向け 乳製品等向け そ　の　他

前　年　比（％)
生　産 飲　用 その他地 域 生産量（トン) 乳製品

５８３,１４１
４,２１３,６３０

７,８７６
５５,７３５
３３４,３３１

,

３１３,１８８
２,１５０,１８１

７,６７６
５３,２９５
７９,５５７

１２２,７５０
１,０３６,２９５

１１８
１,８３６

１１２,５６３

１４７,２０３
１,０２７,１４８

８２
６０４

１４２,２１１

97.6 
99.6 
98.4 
98.2 
97.2 

97.5 
98.0 
98.4 
97.7 
95.3 

94.9 
101.1 
104.4 
118.8 
94.5 

100.4 
101.6 
88.2 
88.8 
100.4 

5,349

5,1577,889

8,004

　

11
月
に
つ
い
て
は
、
出
回
り
頭
数
が
年
間
で
最
も
多
い
時
期
の
中
、
生
乳
生
産
環
境

は
先
行
き
が
見
通
せ
ず
全
体
的
に
引
き
合
い
は
低
調
で
、
平
均
価
格
は
税
込
44
万
８
千

円
（
前
月
比
７
千
円
安
）
と
保
ち
合
い
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

12
月
に
つ
い
て
は
、
例
年
で
あ
れ
ば
春
産
み
が
一
部
出
回
り
始
め
引
き
合
い
が
強
ま

る
時
期
と
な
る
も
の
の
、
来
年
度
の
生
乳
減
産
と
年
明
け
の
飼
料
価
格
等
の
不
安
要
素

が
大
き
い
た
め
需
要
増
加
は
見
通
し
難
く
、
相
場
は
保
ち
合
い
で
推
移
す
る
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
。

北
海
道
初
妊
牛
価
格

１２月の主な行事
５日　セントラルジャパン

役員会会長・事務局会議

13日　中国地区Ｂ＆Ｗショウ打合会議

20日　おかやまH改良同志会役員会

21日　管理職会議

22日　インボイス研修会

26日　酪農講演会

　　　理事会

29日　仕事納め

１月

４日　新年互礼会

19日　インボイス研修会

24日　管理職会議

30日　理事会
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